
1．はじめに

繊維材料は衣料用途のみならず，航空宇宙や機械，電気通
信，医療などさまざまな産業分野において利用されてきた。医
療分野では，古くからカットグットや絹糸など生物由来の素材
が，近年では生体吸収性の合成高分子が手術用縫合糸として用
いられている。それ以外にも被覆用不織布や各種フィルター，
中空糸型透析器など，生体内外で繊維材料は幅広く利用されて
おり，繊維材料なしに現代医療は成立しないとさえ思われる。
一方，近年急速に発展する再生医療において，繊維材料は従
来とは異なった形で存在感を放っている。本報では，再生医療
において用いられる繊維材料の現状について解説するととも
に，著者らの取り組んできたシリカナノ不織布による細胞の三
次元培養について紹介する。

2．再生医療

再生医療とは，患者自身または他者の細胞・組織を培養など
加工したものを用いて，失われた組織や臓器を修復・再生する
医療である。再生医療においてiPS細胞やES細胞，種々の組織

幹細胞などが細胞ソースとして利用されるが，単に細胞を患部
に移植するだけでは治療効果が得られない場合がほとんどであ
る。これは，第一には分散状態の細胞の流動性が高く患部に留
まることができないためで，第二には組織化されていない細胞
の機能が低いためである。そこで，細胞をスフェロイドやペ
レットなどの会合体として，あるいは細胞足場材料とともに
生体内に近い環境にて培養し，機能を高めて移植する必要が
ある。

3．細胞環境と繊維

生体内において細胞は，コラーゲンやフィブロネクチン，プ
ロテオグリカン，ヒアルロン酸などからなる細胞外マトリック
ス（ECM）という三次元環境に囲まれている（図-1）。ECM
は生体組織の支持や結合を担うほか，細胞表面の受容体を介し
たシグナル伝達により接着や増殖，分化などの細胞機能を細
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図-1　細胞外マトリックスとそれを模倣した細胞足場材料
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要　　　　旨

繊維材料は衣料用途のみならず，航空宇宙や機械，電気通信，医療などさまざまな産業分野において利用されてきた。近年，繊維
材料を再生医療における細胞足場材料として利用する研究が注目を集めている。本講座では，生体高分子や生分解性合成高分子の不
織布やナノファイバーからなるハイドロゲルなど，繊維材料の再生医療への応用の現状について解説するとともに，著者らが取り組
んできたシリカナノ不織布による細胞の三次元培養について紹介する。
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